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　第14回西会津雪国まつり 
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オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
豆
ま
き
（
上
） 

と
沖
縄
の
郷
土
芸
能
　
エ
イ
サ
ー
（
右
） 
″ 

″ 

た
の
し
い
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い

た
の
し
い
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
 

  

  

 

 

 　
①
は
優
勝
、
②
は
二
位
、
③
は
 

　
三
位
〈
敬
省
略
〉
 

●
雪
灯
籠
コ
ン
ク
ー
ル
 

　
▽
町
長
賞
　
縄
沢
自
治
区
 

　
▽
商
工
会
長
賞
 
下
野
尻
自
治
区
 

　
▽
森
林
組
合
長
賞
 
安
座
自
治
区
 

　
▽
会
津
い
い
で
農
協
西
会
津
支
所
 

　
　
長
賞
　
四
町
内
桜
栄
会
 

　
▽
福
島
民
報
社
賞
　
西
会
津
工
業
会
 

　
▽
福
島
民
友
新
聞
社
賞
　
野
沢
地
 

　
　
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
 

　
▽
優
秀
賞
　
西
田
精
機
㈱
、
牧
自
 

　
　
治
区
、
に
し
あ
い
づ
福
祉
会
、
 

　
　
上
野
尻
自
治
区
、
十
町
内
会
 

●
雪
像
コ
ン
ク
ー
ル
 

　
▽
雪
国
ま
つ
り
大
賞
　
キ
ッ
ズ
ア
 

　
　
ー
ト
ク
ラ
ブ
 

　
▽
優
秀
賞
　
西
中
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
 

　
▽
特
別
賞
　
西
中
野
球
部
、
西
中
 

　
　
メ
デ
ィ
ア
部
 

●
桐
ゲ
タ
飛
ば
し
全
国
大
会
 

　
▽
小
学
生
男
子
の
部
①
齋
藤
豪
司
 

　
　
②
八
島
泰
斗
③
照
屋
保
志
 

　
▽
小
学
生
女
子
の
部
①
杉
本
美
里
 

　
　
②
鴇
巣
麻
也
③
鈴
木
芽
生
 

　
▽
中
学
生
男
子
の
部
①
佐
藤
大
地
 

　
　
②
平
良
祐
太
③
三
瓶
雅
史
 

　
▽
一
般
男
子
の
部
①
上
野
貴
章
 

　
　
②
濱
田
剛
徳
③
齋
藤
寿
彦
 

　
▽
一
般
女
子
の
部
①
佐
藤
由
美
子
 

　
　
（
日
本
新
）②
山
崎
り
え
③
岩
原
祐
美
 

●
国
際
雪
合
戦
 

　
▽
小
学
生
の
部
①
尾
野
本
フ
ァ
イ
 

　
　
タ
ー
ズ
②
奥
川
セ
ブ
ン
サ
ム
ラ
 

　
２
月
８
日
、
さ
ゆ
り
公
園
を
メ
イ
ン
会
場
に
「
第
　
回
西
 

会
津
雪
国
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
小
雪
が
舞
う
中
で
の
開
催
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
オ
ー
プ
 

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
皮
切
り
に
、沖
縄
大
宜
味
村
の
児
童
、
 

生
徒
に
よ
る
『
エ
イ
サ
ー
』
の
披
露
、
恒
例
の
春
木
山
レ
ー
 

ス
や
桐
ゲ
タ
飛
ば
し
全
国
大
会
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
盛
り
 

だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
に
、
町
内
外
か
ら
訪
れ
た
多
数
の
参
 

加
者
た
ち
も
次
第
に
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
。
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
 

ほ
ど
の
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。
 

　
日
が
沈
み
始
め
た
こ
ろ
に
は
、
雪
灯
籠
や
瓦
燈
に
ろ
う
そ
 

く
の
火
が
灯
さ
れ
、辺
り
一
面
を
柔
ら
か
な
光
が
包
み
込
み
、
 

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
大
小
様
々
の
花
火
と
と
も
に
、
幻
想
的
 

な
雰
囲
気
の
中
、
雪
国
ま
つ
り
の
幕
が
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。
 

14

た
の
し
い
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
 

グ
ラ
フ
特
集
 



3

▲力自慢ナンバーワンは譲れない／春木山レース 

▲日頃の練習をフルに発揮／町長杯争奪親善輪投げ大会 

▲白熱の雪上バトル／国際雪合戦 

記
録
更
新
目
指
し
て
力
強
く
キ
ッ
ク
／
桐
ゲ
タ
飛
ば
し
全
国
大
会 

▲  

上
野
尻
地
区
の
協
力
に
よ
る
歳
の
神 
▲ 

 

 

 

  

　
　
イ
ズ
③
う
え
た
コ
ブ
タ
と
ふ
ゆ

　
　
か
い
な
な
か
ま
た
ち
、
新
郷
ス
 

　
　
ノ
ー
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
 

　
▽
一
般
の
部
①
会
津
信
用
金
庫
②
 

　
　
睦
会
③
に
し
あ
い
づ
福
祉
会
、
 

　
　
ド
ラ
ン
ク
ド
ラ
ゴ
ン
 

●
春
木
山
レ
ー
ス
 

　
▽
一
般
男
子
の
部
①
福
祉
会
Ａ
②
 

　
　
奥
川
分
館
③
会
津
信
用
金
庫
 

　
▽
一
般
女
子
の
部
①
福
祉
会
Ｃ
②
 

　
　
奥
川
婦
人
会
③
交
流
ア
イ
ラ
ン
 

　
　
ド
 

　
▽
小
学
生
の
部
①
奥
川
ス
ノ
ー
パ
 

　
　
ワ
ー
ズ
②
ブ
男
と
マ
ス
オ
の
顔
 

　
　
は
く
ど
い
顔
③
野
沢
小
６
年
１
 

　
　
組
 

●
真
冬
の
ス
イ
ミ
ン
グ
フ
ェ
ア
 

　
①
笑
点
②
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
③
 

　
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
 

●
輪
投
げ
大
会
 

　
①
黒
沢
②
森
野
③
下
野
尻
Ｂ
、
上
 

　
野
尻
Ｂ
 

　
▽
最
優
秀
選
手
賞
　
高
津
太
郎
 

　
　
（
端
村
）
 

　
▽
優
秀
選
手
賞
　
井
上
正
平
（
森
 

　
　
野
）、上
野
タ
ミ
（
中
央
井
谷
）
 

●
雪
だ
る
ま
コ
ン
ク
ー
ル
 

　
▽
雪
国
ま
つ
り
賞
　
Ｊ
Ａ
会
津
い
 

　
　
い
で
燃
料
サ
ー
ビ
ス
㈱
野
沢
給

　
　
油
所
 

　
▽
た
い
へ
ん
飯
豊
賞
　
井
上
優
志
 

　
▽
ふ
る
さ
と
賞
　
渡
部
次
男
 

　
▽
が
ん
ば
り
賞
　
上
野
隆
平
、
福
 

　
　
島
協
和
信
用
組
合
西
会
津
支
店
、
 

　
　
鈴
木
一
成
、
渡
部
悠
太
・
諒
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杣
木
イ
セ
さ
ん
（
１
町
内
出
身
）
が
 

満
　
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
２
月
　
日
、
 

入
所
先
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ
ゆ
 

り
の
園
に
お
い
て
山
口
町
長
か
ら
賀
寿
 

並
び
に
特
別
敬
老
祝
金
の
　
万
円
が
贈
 

ら
れ
ま
し
た
。
 

　
町
内
で
満
　
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方
は
 

『
百
歳
へ
の
挑
戦
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
 

掲
げ
、
健
康
の
町
宣
言
を
し
た
平
成
５
 

年
度
以
降
、
杣
木
さ
ん
で
８
人
目
と
な
 

り
ま
し
た
。
 

　
こ
の
日
の
賀
寿
贈
呈
式
に
は
、
お
子
 

さ
ん
や
お
孫
さ
ん
た
ち
も
お
祝
い
に
訪
 

れ
、
た
く
さ
ん
の
親
族
が
杣
木
さ
ん
の
 

長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。
 

　１月24日と25日、いわき市の豊間小学校と町 
内各小学校との交流が行われ、ムカデ競争や綱 
引きなどの雪上運動会で雪遊びの楽しさを満喫 
していました。〔写真：右〕 
　また、２月７日、８日には、沖縄県大宜味村 
の児童・生徒が訪れ、雪国まつりでの春木山レ 
ースや雪合戦を通し、町内の児童・生徒と友情 
を深め、楽しい思い出をたくさん作っていまし 
た。〔写真：下〕 

国際交流員 
マイケル・レドヴィンカ 

      
 
 
 
 
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
イ
ラ
ク
と
戦
 

 
 
 
 
争
す
る
こ
と
を
初
め
て
公
言
し
た
と
 

 
 
 
 
き
、
私
は
ア
メ
リ
カ
に
住
ん
で
い
ま
 

 
 
　
　
し
た
。
そ
の
と
き
の
気
持
ち
を
よ
く
 

覚
え
て
い
ま
す
。
『
な
ん
で
、
こ
ん
な
に
い
き
 

な
り
　
大
統
領
は
い
っ
た
い
何
を
考
え
て
い
る
 

ん
だ
？
国
民
は
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
な
？
支
 

持
す
る
の
か
な
？
』
と
思
い
ま
し
た
。
支
持
し
 

な
い
人
は
い
ま
し
た
が
、
戦
争
が
始
ま
る
と
、
 

半
数
以
上
の
人
が
支
持
し
て
い
ま
し
た
。
大
統
 

領
の
考
え
に
賛
同
で
き
ず
、
戦
争
に
反
対
し
て
 

い
る
私
は
す
ご
く
残
念
で
し
た
。
半
数
以
上
の
 

国
民
が
こ
の
戦
争
を
支
持
し
て
い
る
と
い
う
こ
 

と
も
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
大
統
領
の
発
 

言
が
私
に
は
心
配
で
し
た
。
「
イ
ラ
ク
の
ほ
か
 

に
イ
ラ
ン
と
北
朝
鮮
も
危
険
な
国
だ
」
と
言
っ
 

た
こ
と
で
す
。
（
「
危
険
」
と
い
う
言
葉
の
中
 

に
は
、
戦
争
の
可
能
性
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
 

し
ょ
う
。
）
も
っ
と
正
確
に
言
え
ば
、
大
統
領
 

は
イ
ラ
ク
、
イ
ラ
ン
、
北
朝
鮮
の
こ
と
を
「axis  

of evil

（
悪
の
枢
軸
）
」
と
呼
び
ま
し
た
。
 

　
つ
ま
り
、
そ
の
３
ヵ
国
は
「
悪
」
だ
と
言
っ
 

た
の
で
す
。
 

　
「
悪
」
と
い
う
概
念
に
は
、
ア
メ
リ
カ
と
日
 

本
の
文
化
の
違
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
 

は
、
両
国
の
人
気
ア
ニ
メ
を
見
れ
ば
す
ぐ
に
理
 

解
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
善
 

と
悪
が
は
っ
き
り
分
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
 

日
本
で
は
曖
昧
で
す
。
 

　
ア
メ
リ
カ
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
を
例
に
考
え
 

て
み
ま
し
ょ
う
。
「
白
雪
姫
」
、
「
リ
ト
ル
マ
 

ー
メ
ー
ド
」
、
「
ア
ラ
ジ
ン
」
な
ど
、
善
と
悪
 

 

100

100

100

22

！？ 
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が
は
っ
き
り
と
分
け
ら
れ
て
い
て
、
悪
は
敵
で
 

善
が
主
人
公
で
す
。
敵
は
完
全
な
悪
な
の
で
、
 

悪
に
染
ま
っ
て
い
く
過
程
や
悪
へ
の
疑
い
と
い
 

う
場
面
は
描
か
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
敵
は
人
 

間
よ
り
も
怪
物
の
場
合
が
多
い
で
す
。
一
方
、
 

善
で
あ
る
主
人
公
は
、
人
間
の
た
め
に
悪
と
戦
 

い
ま
す
。
私
た
ち
同
様
、
主
人
公
は
完
璧
で
は
 

な
い
の
で
時
々
失
敗
し
ま
す
が
、
心
は
純
粋
で
 

す
。
そ
れ
に
、
敵
が
ど
ん
な
に
強
く
て
も
、
善
 

が
必
ず
勝
ち
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
日
本
の
人
気
ア
ニ
メ
は
、
善
悪
の
 

区
別
が
ア
メ
リ
カ
と
違
う
よ
う
で
す
。
宮
崎
駿
 

映
画
が
良
い
例
で
す
。
例
え
ば
、「
千
と
千
尋
の
 

神
隠
し
」
の
湯
婆
婆
は
、
千
尋
を
奴
隷
の
よ
う
 

に
働
か
せ
ま
す
が
、
自
分
の
赤
ち
ゃ
ん
の「
坊
」
 

に
は
す
ご
く
優
し
い
で
す
。
湯
婆
婆
に
は
善
と
 

悪
の
両
方
の
特
徴
が
見
ら
れ
、
人
間
の
よ
う
に
 

複
雑
で
す
。
「
も
の
の
け
姫
」
や
「
風
の
谷
の
 

ナ
ウ
シ
カ
」
の
敵
の
性
格
も
複
雑
で
、
善
と
悪
 

が
混
じ
っ
て
い
ま
す
。
 

　
必
ず
し
も
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
ア
ニ
メ
全
て
 

が
そ
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
 

ん
が
、
そ
の
こ
と
は
両
国
の
考
え
方
の
違
い
を
 

端
的
に
表
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
 

　
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
国
民
は
、
人
 

間
が
善
と
悪
の
二
種
類
し
か
お
ら
ず
、
邪
悪
な
 

国
と
い
う
も
の
が
実
在
す
る
と
本
当
に
信
じ
て
 

い
る
で
し
ょ
う
か
？
善
の
ア
メ
リ
カ
は
悪
の
イ
 

ラ
ク
、
イ
ラ
ン
、
北
朝
鮮
と
戦
争
す
べ
き
だ
と
 

本
当
に
信
じ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？
私
は「
　
」
 

と
言
い
た
い
で
す
。
私
は
、
ア
メ
リ
カ
国
民
に
 

「
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
、
あ
な
た
の『
悪
の
枢
軸
』
 

発
言
は
間
違
っ
て
い
る
！
」
と
答
え
て
ほ
し
か
 

っ
た
の
で
す
。
 

　
戦
争
が
始
ま
っ
た
と
き
、
ア
メ
リ
カ
人
の
半
 

数
以
上
が
支
持
し
ま
し
た
。
心
配
で
す
よ
。
 

　
２
月
３
日
、
群
岡
保
育
所
で
は
、
節
 

分
の
伝
統
行
事
　
豆
ま
き
　
が
行
わ
れ
 

ま
し
た
。
 

　
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
 

自
分
た
ち
で
作
っ
た
裃
や
鬼
の
面
を
身
 

に
着
け
準
備
万
端
。
 

　
そ
こ
に
、
突
然
赤
鬼
が
入
っ
て
く
る
 

と
、
子
ど
も
た
ち
は
怖
が
り
な
が
ら
も
 

「
鬼
は
〜
外
、
福
は
〜
内
」
と
大
き
な
 

声
で
豆
を
ま
き
、
赤
鬼
と
一
緒
に
自
分
 

の
中
の
泣
き
虫
鬼
や
い
じ
わ
る
鬼
を
追
 

い
払
い
ま
し
た
。
 

　
２
月
　
日
、
町
公
民
館
で
「
女
性
起
 

業
家
育
成
講
座
」
が
開
催
さ
れ
、
　
人
 

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

　
講
演
は
、
㈲
ア
ク
ト
キ
ュ
ウ
ブ
の
河
 

野
宏
通
さ
ん
か
ら
、
変
化
に
対
応
し
た
 

小
売
業
の
経
営
に
つ
い
て
、
ま
た
、
㈱
 

東
方
健
美
研
究
所
の
新
倉
久
美
子
さ
ん
 

か
ら
は
、
女
性
の
力
で
農
業
・
農
村
を
 

活
性
化
さ
せ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
に
つ
 

い
て
実
例
に
基
づ
い
た
話
が
さ
れ
ま
し
 

た
。
 

　
ど
の
参
加
者
も
、
町
の
活
性
化
へ
つ
 

な
げ
よ
う
と
、
熱
意
あ
ふ
れ
る
表
情
で
 

講
演
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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40

　１月25日、文化財防火のための合同訓練が、奥川 
極入地内の金蔵寺において行われました。 
　奥川地区の消防団を中心に、地区住民などが参加 
し、初期消化訓練や重要物件の搬出、女性消防隊に 
よる応急手当、消防団らによる放水訓練などが行わ 
れました。 
　参加者全員、貴重な文化財を守るため、真剣に訓 
練に取り組んでいました。 

″
 

″
 

No
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

｢習うより、慣れろ。｣ Let's Try! 
（英会話教室　中級） 

ナイスショット！になるかな？ 
（ジョイフルライフ講座） 

童心に帰って、夢中です。 
（歳百合学園／万華鏡の作製） 

火の大切さ、怖さを学ぶ。 
（ふるさとふれあい教室） 

収穫の喜び 
（子育てサークル／サツマイモ掘り） 

和気あいあい 
（野沢地区親善大運動会） 

  

              　
社
会
情
勢
が
複
雑
多
様
化
す
る
中
で
、
町
民

の
み
な
さ
ん
が
、
一
生
を
通
し
て
自
ら
を
高
め
、
 

充
実
し
た
人
生
が
送
れ
る
よ
う
に
、
公
民
館
で

は
今
後
も
支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
 

　
心
豊
か
な
人
生
の
糧
を
見
つ
け
に
来
て
く
だ

さ
い
。
新
年
度
も
、
み
な
さ
ん
の
参
加
を
心
か

ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

              た
だ
く
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
の
場
を
提

供
し
て
き
ま
し
た
。
 

　
年
度
末
と
な
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
の
各
種

講
座
が
閉
講
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
受
講
生
の

み
な
さ
ん
は
、
一
抹
の
寂
し
さ
を
感
じ
な
が
ら

も
、
一
年
間
の
成
果
と
新
年
度
へ
の
期
待
で
胸

を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
 

                   　
　
　
　
公
民
館
で
は
、
今
年
度
も
、
心
豊
か
 

　
　
　
な
人
生
を
送
る
た
め
の
一
助
と
し
て
い
 

心
豊
か
な
人
生
を
も
と
め
て
 

平
成
　
年
度
の
ま
と
め
 

15
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指導の成果は？（野沢地区ゲートボール大会） 

　教　室　名 

卓　　　　　球 

ス イ ミ ン グ 

グランドゴルフ 

ストレッチ体操 

レ ク ダ ン ス 

エアロビクス 

カローリング 

ペ　タ　ン　ク 

　時　　間 

19:00～20:30 

19:30～20:30 

13:30～15:30 

19:00～20:00 

13:30～15:30 

19:00～20:30

　　会　　　　場 

さゆり公園体育館 

さゆり公園室内プ－ル 

すぱーく西会津 

 

西会津町公民館 

曜日 

火 

土 

水 

月 

金 

土 

日 

9・23 

6・13・20 

10・17・24 

15 

19 

13・20

今月はお休みです。 

※３日に予定していたグランドゴルフは、都合によりお休みです。 

今月はお休みです。 

当時を偲ばせる研幾堂医院 

  　
２
月
　
日
（
日
）
に
、
町
内
各
地
区
で
公
民
 

館
行
事
が
一
斉
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
野
沢
地
区
は
、
す
ぱ
ー
く
西
会
津
で
ゲ
ー
ト
 

ボ
ー
ル
大
会
、
尾
野
本
地
区
は
、
さ
ゆ
り
公
園
 

体
育
館
で
卓
球
大
会
、
群
岡
地
区
は
、
旧
群
岡
 

中
学
校
体
育
館
で
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
 

そ
し
て
新
郷
・
奥
川
地
区
は
、
新
郷
連
絡
所
で

オ
セ
ロ
を
中
心
と
し
た
テ
ー
ブ
ル
ゲ
ー
ム
大
会

を
行
い
ま
し
た
。
ど
の
大
会
の
参
加
者
も
、
春

を
思
わ
せ
る
暖
か
な
天
候
の
も
と
、
頭
と
体
を

総
動
員
し
、
一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

　
な
お
、
結
果
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。
 

　
◇
野
　
沢
地
区
　
優
　
　
勝
　
芝
草
 

　
◇
尾
野
本
地
区
　
総
合
優
勝
　
萱
本
 

　
◇
群
　
岡
地
区
　
女
子
優
勝
　
下
野
尻
B
 

　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
優
勝
　
上
野
尻
C
 

　
◇
新
郷
・
奥
川
地
区
 

 
 
 
子
供
の
部
優
勝
　
武
藤
広
信
（
新
町
）
 

　
　
　
大
人
の
部
優
勝
　
山
口
隆
志
（
呼
賀
）
 

 　
平
成
　
年
度
も
あ
と
１
ヵ
月
を
残
す
の
み
と

な
り
ま
し
た
が
、
新
年
度
も
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

で
は
、
よ
り
一
層
充
実
し
た
内
容
で
み
な
さ
ん

の
入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

　「
こ
ん
な
教
室
を
開
催
し
て
ほ
し
い
。」
な
ど
 

の
希
望
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
一
緒
に
ス
ポ
 

ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
 

　
な
お
、
３
月
の
教
室
開
催
に
つ
い
て
は
、
次
 

の
と
お
り
で
す
。
 

                      【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
　
町
公
民
館
体
育
振
興
係
　
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　
　
│
３
２
４
４
 

　
こ
の
ハ
ル
夫
人
の
夫
君
小
島
忠
八
翁
と
野
口
 

英
世
の
恩
師
で
若
松
会
陽
医
院
の
渡
部
鼎
院
長
 

と
の
関
係
は
前
号
に
見
た
通
り
、
学
塾
研
幾
堂
 

で
翁
が
二
歳
兄
貴
分
の
同
窓
生
で
あ
る
。
 

　
ま
た
二
人
の
生
家
も
忠
八
家
は
現
在
の
野
沢
 

六
町
内
サ
ン
ボ
ー
家
で
鼎
家
は
四
町
内
、
今
の
 

朱
泥
庵
旅
館
で
あ
る
か
ら
歩
い
て
も
百
歩
と
な
 

く
近
い
。
従
っ
て
慶
応
―
明
治
初
年
の
時
代
は
 

や
ん
ち
ゃ
仲
間
で
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
 

　
明
治
五
年（
一
八
 

七
二
）鼎
は
横
浜
の
 

高
島
英
語
学
校
に
 

遊
学
す
る
。
わ
ず
 

か
一
四
歳
で
、
し
 

か
も
単
身
で
あ
る
 

か
ら
、
こ
の
上
京
 

に
は
だ
れ
か
の
世
 

話
が
あ
っ
た
の
に
 

相
違
な
い
。
編
纂
 

子
は
、
そ
れ
を
研
 

幾
塾
の
先
輩
野
沢
 

　
一
だ
と
思
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
　
一
 

は
す
で
に
京
都
・
薩
摩
藩
邸
の
牢
舎
か
ら
解
放
 

さ
れ
、
こ
の
時
代
は
神
奈
川
県
十
等
出
仕
と
な
 

っ
て
横
浜
に
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
 

　
こ
れ
を
伝
え
て
く
れ
る
の
は
翌
明
治
六
年
、
 

鼎
の
父
で
同
塾
の
儒
医
渡
部
思
斎
が
報
知
新
聞
 

に
寄
せ
た
「
遊
学
三
子
弟
激
励
文
」
（
『
町
史
』
 

第
５
巻〈
上
〉・
二
九
二
）
に
よ
っ
て
推
測
で
き
る
の
 

だ
が
、
鼎
の
外
の
二
子
は
石
川
暎
作
と
五
十
嵐
 

春
甫
、
と
も
に
塾
生
一
五
歳
の
こ
と
で
あ
る
。
 

二
人
は
こ
の
年
に
鼎
の
後
を
追
っ
て
高
島
校
に
 

入
学
し
た
の
で
あ
っ
た
。
 

　
鼎
が
遊
学
の
先
鞭
を
つ
け
た
明
治
五
年
、
故
 

郷
に
お
い
て
は
先
輩
の
山
口
千
代
作
二
四
歳
が
 

第
六
小
区
の
副
戸
長
（
戸
長
は
旧
野
沢
組
郷
頭
 

長
谷
川
久
七
）
、
翌
年
に
は
制
度
の
改
正
が
あ
 

っ
て
野
沢
村
外
二
ヵ
村
の
戸
長
に
小
島
忠
八
が
 

就
任
し
た
。
弱
冠
一
七
歳
で
あ
る
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
し
て
明
治
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
年
、
忠
八
は
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
京
し
て
曙
新
聞
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
に
入
る
。
こ
れ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
伝
え
る
の
は
福
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
民
報
社
刊
・
小
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
徳
吉
著
『
会
津
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
権
史
』（
大
正
　
年
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
同
じ
く
高
橋
哲
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夫
著
『
福
島
民
権
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
列
伝
』（
昭
和
　
年
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
が
『
民
権
史
』
 

は
こ
の
こ
と
を
「
小
島
は
家
も
と
よ
り
富
む
。
 

漢
籍
を
渡
部
思
斎
に
学
び
、
少
ふ
し
て
東
都
に
 

遊
び
、
曙
新
聞
を
経
営
…
…
」
と
述
べ
、
『
列
 

伝
』
の
方
は
「
か
れ
は
二
十
歳
の
頃
し
ば
ら
く
 

東
京
に
遊
び
、
曙
新
聞
に
関
係
し
て
い
た
そ
う
 

だ
。
自
由
民
権
の
思
想
は
恐
ら
く
こ
の
期
間
に
 

身
に
つ
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
絶
世
の
美
人
 

と
謳
わ
れ
た
春
子
夫
人
と
結
ば
れ
た
の
は
こ
の
 

時
代
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
（
つ
づ
く
）
 

か
な
え
 

あ
け
ぼ
の
 

わ
か
 

う
た
 

し
ゅ
で
い
あ
ん
 

け
い
い
ち
 

雪
を
融
か
す
よ
う
な
熱
戦
を
 

　
　
　
各
地
区
で
繰
り
広
げ
る
 

22

15

45

会
津
民
権
史
 

の
紅
一
点
 

鶏
 
隹
 

鶏
 
隹
 

1342

区 
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①カルシウムを十分 
　とる 

④日光浴をする 

②ビタミンＤをとる 

かつお 干ししいたけ 

⑤お酒は控えめにし、 
　禁煙する 

③運動をする 

⑥年をとったら転ば 
　ない工夫をする 

30

骨
密
度（
g
／c
m
2 ）
 

40 50 60 70 80歳 

骨
　
量
 

最
大
骨
量
 

閉経後の 
急な減少 

女性 
男性 

平成8年と平成14年の骨密度の比較 

骨折をおこしやすい範囲 

平成8年 

1.1 

1 

0.9 

0.8 

0.7 

0.6
20歳代 

年齢 

平成14年 

30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 

  

                         ★
　
歳
代
の
早
い
時
期
ま
で
に
測
定
を
１
度
受
 

　
け
、
自
分
の
最
大
骨
量
を
知
っ
て
お
く
。
 

★
閉
経
し
た
ら
２
年
に
１
回
の
間
隔
で
測
定
し
 

 
て
い
く
。
 

   　
町
で
は
平
成
８
年
度
か
ら
３
年
ご
と
に
骨
粗
 

し
ょ
う
症
予
防
検
診
を
近
畿
大
学
と
一
緒
に
実
 

施
し
て
い
ま
す
。
 

　
平
成
８
年
度
と
平
成
　
年
度
の
調
査
結
果
を

比
べ
る
と
、
　
歳
代
の
女
性
の
骨
密
度
が
、
６

年
前
よ
り
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
（
左
図
）
。
運
動
習
慣
や
食
生
活
を
比
べ
て
 

も
、
状
況
が
良
く
な
っ
た
の
は
中
高
年
で
、
若
 

い
人
は
良
く
な
い
ま
ま
で
し
た
。
 

　
　
歳
代
ま
で
は
、
閉
経
後
の
骨
量
減
少
に
備
 

え
て
最
大
骨
量
を
高
め
、
骨
量
を
維
持
し
て
い
 

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
時
期
で
す
。
若
 

い
時
こ
そ
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
に
関
心
を
持
ち
 

ま
し
ょ
う
。
 

  　
私
た
ち
の
体
を
支
え
る
骨
の
量
が
減
っ
て
、
 

も
ろ
く
な
る
病
気
を
骨
粗
し
ょ
う
症
と
言
い
ま
 

す
。
 

　
女
性
は
男
性
の
３
〜
４
倍
骨
粗
し
ょ
う
症
に
 

な
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

   　
骨
量
は
男
女
と
も
に
　
歳
代
で
最
大
に
な
り
、
 

　
歳
を
過
ぎ
る
と
徐
々
に
減
り
始
め
ま
す
。
 

そ
し
て
女
性
は
閉
経
を
迎
え
る
と
急
激
に
減
少
 

し
て
い
き
ま
す
。
 

　
骨
量
が
減
る
の
を
完
全
に
止
め
る
こ
と
は
で
 

き
ま
せ
ん
が
、
減
る
ス
ピ
ー
ド
を
抑
え
る
こ
と
 

は
で
き
ま
す
。
ま
た
若
い
う
ち
か
ら
最
大
骨
量
 

を
高
め
て
お
け
ば
、
た
と
え
年
を
と
る
に
つ
れ
 

骨
量
が
減
り
始
め
た
と
し
て
も
、
骨
粗
し
ょ
う
 

症
の
発
症
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

～丈夫な骨づくりは若い時が肝心です～ 

40

30

20

40

14

40
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みんなの広場 みんなの広場 
渡
部
　
忠
寛
 

　
　
〔
1
町
内
〕
 
さ ん 

好
き
な
西
会
津
の
風
景
は
？
 

　
遍
照
寺
周
辺
 

　
（
夏
祭
な
ど
催
し
が
多
く
あ
り
、
た
く
 

　
さ
ん
の
人
と
知
り
合
え
楽
し
い
で
す
）
 

あなたの趣味・特技は？ 
　趣味：サッカー（下手だけど） 
　特技：ビリヤード 
 
熱中していることは？ 
　ネットオークション 
 
最近感動したことは？ 
　中国人がホームステイして 
おり、文化の違いを体感した 
こと 

自分を一言で表現するとしたら？ 

　プラス思考 

 

これからやってみたいことは？ 

　海外に長期滞在してみたい 

（できれば南米） 

 

次の方を紹介してください。 

　Ｙ．Ｋさん（萱本） 

　
今
月
は
、
黒
沢
の
渡
部
次
男
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。
 

　
個
性
豊
か
な
雪
だ
る
ま
が
「
雪
国
ま
つ
り
」
を
盛
り
上
げ
た
「
雪
だ
 

る
ま
い
っ
ぱ
い
運
動
」
。
渡
部
さ
ん
が
作
っ
た
雪
だ
る
ま
は
、
５
ｍ
を
 

越
え
る
巨
大
雪
だ
る
ま
家
族
で
、
コ
ン
ク
ー
ル
の
「
ふ
る
さ
と
賞
」
に
 

輝
き
ま
し
た
。
 

　
「
今
年
で
４
年
目
か
な
。
遊
び
心
で
、
邪
魔
な
雪
を
除
雪
機
で
一
ヵ
 

所
に
積
み
上
げ
て
い
っ
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
、
巨
大
か
ま
く
ら
が
で
 

き
上
り
ま
し
た
。
今
年
は
コ
ン
ク
ー
ル
が
あ
っ
た
の
で
、
か
ま
く
ら
の
 

上
に
頭
を
つ
け
て
雪
だ
る
ま
に
。
と
て
も
大
き
い
の
で
顔
作
り
に
は
本
 

当
に
苦
労
し
ま
し
た
よ
。
残
り
の
雪
で
、
も
う
一
体
、
も
う
一
体
と
作
 

っ
て
い
る
う
ち
に
家
族
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
」
 

　
そ
ん
な
渡
部
さ
ん
の
元
気
の
素
は
、
 

　
「
目
標
を
持
っ
て
好
き
な
こ
と
に
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
だ
ね
。
雪
 

だ
る
ま
作
り
も
そ
う
だ
け
ど
、
ず
っ
と
続
け
て
き
た
マ
ラ
ソ
ン
が
そ
う
 

で
す
ね
。
」
 

　
渡
部
さ
ん
は
、
数
々
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
優
勝
す
る
ほ
ど
の
実
力
の
 

持
ち
主
。
 

　
「
高
校
時
代
の
記
録
を
維
持
し
よ
う
と
　
年
間
走
り
続
け
て
き
ま
し
 

た
。
冬
期
間
も
休
み
ま
せ
ん
で
し
た
よ
。
就
職
し
て
か
ら
は
、
社
長
さ
 

ん
の
影
響
で
健
康
管
理
に
も
気
を
つ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
 

食
事
で
す
ね
。
全
う
で
き
 

た
の
も
妻
を
始
め
、
家
族
 

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
れ
 

ば
こ
そ
で
し
た
。そ
れ
に
、
 

マ
ラ
ソ
ン
を
通
し
て
い
ろ
 

ん
な
人
と
も
知
り
合
え
ま
 

し
た
し
、
若
い
人
と
走
れ
 

た
こ
と
も
私
の
エ
ネ
ル
ギ
 

ー
に
な
り
ま
し
た
。
」
 

　
そ
う
話
す
渡
部
さ
ん
は
、
 

毎
年
こ
の
巨
大
雪
だ
る
ま
 

を
作
っ
て
い
け
れ
ば
と
も
 

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

　佐藤祐雄さん（２月号から） 
◆メッセージ◆ 
　がんばっぺ 

37
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　ＮＣＴインターネット接続サービスへ 
の申し込みはもうお済みでしょうか。 
　３月中までの申し込みなら、加入金 
（５,０００円）が無料。 
　詳しくは、問い合わせ先まで。 
【問い合わせ先】 
　ケーブルテレビ放送センター 
　　　　　４５－４４６１ 

 

　
①
使
用
者
証
の
有
効
期
間
 

　
　
　
有
効
期
間
は
２
年
間
で
す
。
交
付
年
月
 

　
　
日
が
平
成
　
年
　
月
１
日
以
前
の
方
や
使
 

　
　
用
し
て
い
る
機
械
、
田
畑
の
保
有
面
積
が
 

　
　
昨
年
と
異
な
る
方
は
更
新
手
続
き
が
必
要
 

　
　
で
す
。
 

　
②
報
告
義
務
 

　
　
　
使
用
者
は
、
免
税
証
・
免
税
軽
油
の
使
 

　
　
用
及
び
引
取
り
に
つ
い
て
報
告
義
務
が
あ
 

　
　
り
ま
す
。
免
税
証
の
交
付
手
続
の
際
、
報
 

　
　
告
書
と
納
品
伝
票
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
③
申
請
時
期
 

　
　
　
免
税
証
の
交
付
希
望
者
は
、
３
月
下
旬
 

　
　
か
ら
農
作
業
を
始
め
る
前
ま
で
に
手
続
き
 

　
　
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

会
津
地
方
振
興
局
県
税
部
課
税
第
二
グ
ル
ー
プ
 

 
 
 
 
 
 
 
０
２
４
２
―
　
―
５
２
６
１
 

   　
引
越
し
シ
ー
ズ
ン
の
ピ
ー
ク
と
な
る
３
月
と
 

４
月
の
２
ヵ
月
間
、
福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
 

は
引
越
相
談
所
を
開
設
し
、
電
話
や
フ
ァ
ッ
ク
 

ス
に
よ
る
引
越
し
等
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
 

◆
引
越
相
談
の
時
間
 

　
　
電
話
で
の
相
談
は
、
土
、
日
曜
、
祝
日
を
 

　
除
く
月
〜
金
曜
日
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午
 

　
後
４
時
ま
で
。
フ
ァ
ッ
ク
ス
は
終
日
受
け
付
 

　
け
て
い
ま
す
。
 

◆
引
越
相
談
所
 

　
福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
津
若
松
支
部
 

 
　
　
　
　
　
　
０
２
４
２
―
　
―
４
８
５
５
 

 
フ
ァ
ッ
ク
ス
 
０
２
４
２
―
　
―
２
１
９
９
 

　
▼
日
時
　
３
月
　
日
 

 
 
 
 
 
 
 
 
　
午
後
２
時
〜
午
後
６
時
 

　
▼
場
所
　
町
公
民
館
　
小
会
議
室
 

　
▼
相
談
受
付
内
容
 

　
　
・
国
民
年
金
保
険
料
の
納
入
相
談
 

　
　
・
年
金
給
付
に
関
す
る
相
談
 

　
　
・
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
の
加
入
期
 

 
 
 
間
の
確
認
（
午
後
５
時
ま
で
）
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
会
津
若
松
社
会
保
険
事
務
所
 

 
 
 
 
 
 
 
０
２
４
２
―
　
―
６
９
５
２
 

    　
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
で
自
動
 

車
を
所
有
し
て
い
る
方
（
ロ
ー
ン
購
入
の
場
合
 

は
使
用
者
）
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
 

　
例
年
、「
持
っ
て
い
な
い
車
の
納
税
通
知
書
が
 

来
た
」
、「
納
税
通
知
書
が
来
な
い
」
等
の
多
く
 

の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

　
納
税
通
知
書
が
間
違
い
な
く
届
く
よ
う
に
、
 

自
動
車
を
譲
り
渡
し
た
り
、
下
取
り
に
出
し
た
 

り
、
住
所
の
異
動
や
、
廃
車
を
し
た
と
き
は
、

お
早
め
に
陸
運
支
局
で
登
録
手
続
き
を
済
ま
せ

ま
し
ょ
う
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部
 

 
 
 
 
 
 
　
０
２
４
２
―
　
―
５
２
３
５
 

    　
農
業
用
免
税
軽
油
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
次
 

の
点
に
注
意
く
だ
さ
い
。
 

                 　
３
月
や
４
月
は
退
職
や
就
職
、
転
勤
そ
し
て
 

進
学
な
ど
異
動
の
多
い
時
期
で
す
。
 

　
こ
の
時
期
に
忘
れ
が
ち
な
の
が
、
国
民
健
康
 

保
険
や
介
護
保
険
な
ど
の
異
動
届
で
す
。
届
出
 

が
遅
れ
る
と
加
入
し
た
時
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
 

国
保
税
や
介
護
保
険
料
な
ど
を
納
め
る
こ
と
に
 

な
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
医
療
の
給
付
等
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
健
康
福
祉
課
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
４
 

   　
会
津
若
松
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
左
記
に
 

よ
り
国
民
年
金
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
の
 

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

27

25

14

12

29

292425

45

（木） 
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㈱
ア
ン
サ
ー
ジ
（
冠
婚
葬
祭
互
助
会
、
郡
山
 

市
）
が
、
昨
年
、
民
事
再
生
法
手
続
開
始
の
申
 

立
を
行
っ
た
た
め
、
同
社
と
の
契
約
解
除
（
解
 

約
）
が
で
き
ま
す
。
 

　
そ
の
際
に
、
前
受
金
（
掛
金
）
の
還
付
（
配
 

当
）
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
出
期
日
ま
で
に
 

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
申
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

　
▼
申
出
期
日
　
４
月
　
日
 

　
な
お
、
㈱
ア
ン
サ
ー
ジ
は
㈱
ラ
イ
フ
パ
ー
ク
 

に
営
業
譲
渡
し
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
サ
 

ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
東
北
経
済
産
業
局
消
費
経
済
課
 

　
　
　
　
　
　
　
　
０
２
２
―
　
―
１
１
１
１
 

用
す
る
制
度
で
す
。
登
録
を
行
う
と
、
名
簿
に
 

登
載
さ
れ
、
会
津
管
内
（
南
会
津
を
除
く
）
の
 

各
市
町
村
や
保
育
所
等
に
公
表
さ
れ
ま
す
。
産
 

休
代
替
職
員
を
採
用
す
る
場
合
に
は
、
名
簿
登
 

載
者
が
優
先
し
て
採
用
と
な
り
ま
す
の
で
、
保
 

育
士
の
資
格
を
有
し
、
仕
事
を
し
た
い
と
お
考

え
の
方
は
、
登
録
を
お
勧
め
し
ま
す
。
既
に
会

社
等
に
勤
務
し
て
い
る
方
で
も
登
録
で
き
ま

す
。
 

　
な
お
、
勤
務
希
望
地
な
ど
に
つ
い
て
は
尊
重

さ
れ
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
健
康
福
祉
課
福
祉
係
　
 
　
　
―
２
２
１
４
 

ま
た
は
 

　
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
児
童
家
庭
支
援
チ
ー
ム
 

 
 
 
 
　
　
　
０
２
４
２
―
　
―
５
２
７
８
 

    　
６
月
か
ら
始
ま
る
、
県
民
の
み
な
さ
ん
の
生
 

涯
学
習
を
支
援
す
る
「
夢
ま
な
び
と
」
で
は
、
 

連
携
し
て
講
座
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
機
関
・
 

団
体
や
企
業
、
個
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

　
▼
応
募
方
法
　
問
い
合
わ
せ
先
の
申
込
書
で
 

　
　
　
　
　
　
　
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
（
申
 

　
　
　
　
　
　
　
込
書
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

　
　
　
　
　
　
　
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
 

　
▼
募
集
期
間
　
随
時
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
福
島
県
教
育
庁
生
涯
学
習
文
化
グ
ル
ー
プ
 

　
　
　
　
　
　
　
０
２
４
―
　
―
７
７
８
６
 

　
会
津
教
育
事
務
所
 

　
　
　
　
　
　
　
０
２
４
２
―
　
―
５
４
８
８
 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

  　
　
　
　
　
　
　
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
 

　
消
防
庁
で
は
、『
そ
の
油
断
　
火
か
ら
炎
へ
災

い
へ
』
を
統
一
標
語
と
し
て
、
春
季
全
国
火
災

予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
 

《
火
の
用
心
　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
》
 

 
①
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
 

 
 
な
い
。
 

 
②
寝
タ
バ
コ
や
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
を
し
な
 

 
 
い
。
 

 
③
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場
を
離
 

 
 
れ
な
い
。
 

 
④
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な
い
。
 

 
⑤
子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊
 

 
 
ば
せ
な
い
。
 

 
⑥
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
タ
コ
足
配
線
 

 
 
は
し
な
い
。
 

 
⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
を
近
 

 
 
づ
け
な
い
。
 

            　
産
休
代
替
職
員
制
度
と
は
、
現
在
保
育
所
等
 

で
勤
務
し
て
い
る
保
育
士
が
出
産
や
病
気
に
よ
 

る
休
暇
期
間
中
、
代
わ
り
と
な
る
保
育
士
を
採
 

29 45

263

15

29
521

（木） 

　町では、町外にお住まいの方にも町の情報や 
話題を提供するため、毎月「広報にしあいづ」 
を郵送によりお届けしています。 
　みなさんの親戚や知人の方など、購読を希望 
される方は、次に申し込みください。 
◆購読料　年間２,０００円（12ヵ月分） 
　なお、負担金は郵便小為替で送金ください。 
【申し込み・問い合わせ先】 
　地域振興課　　４５－２２１３ 
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大　沼　慶　藏（87）淑　悦　　父　　１町内 
橋谷田　ト　イ（87）太　吉　　母　　２町内 
武　藤　義　光（70）ノ　ブ　　夫　　9町内1 
券　　　ハツノ（85）フミヱ　　母　　萱　本 
海老名　ミサホ（88）富　二　　母　　黒　沢 
福　島　保　男（73）　保　　　父　　上野尻 
薄　　　榮　助（87）英　子　　夫　　上野尻 
成　田　秀　雄（82）ハルヨ　　夫　　上野尻 
深　谷　　　徹（71）幸　惠　　夫　　上野尻 
長谷川　ハ　ツ（93）久　雄　　母　　下野尻 
武　藤　　　昇（85）庄　三　　父　　柴　崎 
杉　山　ア　イ（88）徳　美　　母　　杉　山 
佐　藤　政　之（67）ミ　イ　　子　　新　町 
佐　藤　源　吾（86）幸　一　　父　　極　入 
 

長谷川　大　介　　松　尾 

高　野　祐　子　　福島市 

板　垣　雪　奈　　武・智子　　　9町内1 

横　山　翔　大　　武郎・佳子　　芝　草 

大　竹　柚希奈　　辰也・キヱ　　西　林 

佐　藤　彩　華　　剛・由香　　　西　林 

渡　部　結　奈　　鬼三・洋子　　黒　沢 

貝　沼　希　実　　輝彦・啓子　　上野尻 

伊　藤　莉　穂　　武美・克子　　塩 

佐久間　　　輝　　英俊・宋　　　新　町 

◆日時　３月 8日（月） 
　　　　　　26日（金） 
　　　　午前９時～ 
 
◆場所　老人憩の家 
 
◆電話　４５－４２５９ 

3月の納税等 
○水道料金・下水道料金 
○インターネット使用料 

3月10日（水） 納期限 

3月25日（木） 納期限 
○ケーブルテレビ使用料 

人　口　　９，０６４人　　　－　４人 
　男　　　４，４０９人　　　－　５人 
　女　　　４，６５５人　　　＋　１人 
世　帯　　２，９９０世帯　　＋　３世帯 

〈前月比〉 

喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
会津若松市‥ 
（０２４２） 
 
 
喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
会津若松市‥ 
（０２４２） 
 
 
喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
 
会津若松市‥ 
（０２４２） 
 
 
喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
会津若松市‥ 
（０２４２） 
 
 
喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
会津若松市‥ 
（０２４２） 

金　山　町 
会津若松市 
 
喜 多 方 市 
会津若松市 
 
山　都　町 
会津若松市 
 
会津坂下町 
会津若松市 
 
喜 多 方 市 
会津若松市 

栗　城　歯　科 
一　箕　歯　科 
 
あ き ら 歯 科 
渡部（博）歯科 
 
二　瓶　歯　科 
渡部（二）歯科 
 
佐　藤　歯　科 
中　央　歯　科 
 
佐　藤　歯　科 
石　田　歯　科 

（０２４１）５４－２１４６ 
（０２４２）２２－１１８４ 
 
（０２４１）２４－５０９７ 
（０２４２）２２－１１２４ 
 
（０２４１）３８－２０５８ 
（０２４２）２６－３７６２ 
 
（０２４２）８３－２３４８ 
（０２４２）２７－３０６５ 
 
（０２４１）２２－０３９４ 
（０２４２）２２－２２６２ 

２４－３３３３ 
２２－５９００ 
３８－３７１７ 
２４－０５０６ 
２６－２７７２ 
 
２４－５０２１ 
２４－５８００ 
２４－８９１１ 
２７－４６０１ 
２２－１９３２ 
 
２２－０２６７ 
２２－５３２１ 
２２－０２１２ 
２７－３６８０ 
２７－７６８６ 
３３－１１２２ 
 
２２－２１８１ 
２５－７０６６ 
２７－５６１８ 
２４－０８３０ 
２８－３３１９ 
 
２２－０４１４ 
２３－００２３ 
２７－３７８６ 
２７－０９５１ 
２９－００３３ 

3月7日 

14日 

20日 

21日 

28日 

3月7日 

14日 

20日 

21日 

28日 

《会津管内》 

《喜多方・会津若松管内》 

〈敬称略〉 

鳴　　瀬　　病　　院 
い　と　う　眼　科 
さいとう内科胃腸科クリニック 
わたなべクリニック 
山 田整形外科医院 
 
有　　隣　　病　　院 
君 島 ク リ ニ ッ ク 
遠山胃腸科内科医院 
いとう子どもクリニック 
二 瓶 眼 科 医 院 
 
入　　澤　　病　　院 
佐　　原　　病　　院 
斎　　藤　　医　　院 
ク リ ニ ッ ク 高 谷 
森 田 小 児 科 医 院 
佐 瀬 皮 膚 科 医 院 
 
県 立 喜 多 方 病 院 
高橋小児クリニック 
手　　塚　　医　　院 
さ とう小児科医院 
高 村 整 形 外 科 
 
小　　野　　病　　院 
藤　　井　　医　　院 
佐藤内科小児科医院 
浜 崎 小 児 科 医 院 
穴沢耳鼻咽喉科医院 

ゆき な 

しょう だい 

ゆ　き　な 

あや か 

ゆ な 

のぞ み 

り ほ 

ひかる 

 
 
 
 
 
見
ま
し
た
？
 

 
 
 
 
 
今
月
号
の
戸
 

 
 
 
 
 
籍
の
窓
口
。
 

▼
　

お
誕
生
お
め
で
と
う
 

の
欄
に
８
人
も
の
名
前
が
 

載
る
な
ん
て
感
激
し
ま
し
 

た
。
▼
西
会
津
町
で
も
例
 

外
な
く
少
子
化
が
問
題
と
 

な
っ
て
い
ま
す
が
、
毎
月
 

こ
の
く
ら
い
出
生
届
が
あ
 

れ
ば
良
い
で
す
ね
。
記
事
 

を
載
せ
る
の
も
楽
し
く
な
 

り
ま
す
し
。
▼
今
後
も
明
 

る
い
話
題
を
た
く
さ
ん
掲
 

載
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
 

ま
す
。
ド
ン
ド
ン
情
報
を
 

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
 

色 

禾 

″
 

″
 


